
表 1:国 立駅周辺のまちづくりの方向性と整備案 (プロック別)
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レベル 1:高 架事業完了直後 レベル 2(将 来的な周辺都市計画道路の骨格の整備終了時)

項目 まちづくりの方向性 まちづくり整備案 進め方 まちづくり整備案 進め方

東側高架下

高架下及び
周辺の整備

O北 口商店街と高架下を一体的に活用し、魅カ
的な商業空間を生み出す
O駅 東側からの駅利用者、北口商店街利用者の
ために駐綸場を確保する
O南 北を回遊する魅力的な歩行者空間をつくる
0そ のために、高架下を有効活用し、JRと共に

活用を考えるスペースを生み出す

幣模螺鞭ちli驚』藤P
O高 架南側擁面の歩行者空間への活用、北口商
店街前の車道の一方通行化による歩道拡幅、
これらの歩行者空間のネットワーク化を図る

○北口商店街、」R等との協饉による魅力ある商
店街づくり

0商 架下の商集空間の活用、駐輪場への活用に
ついて」R等と協腱を進める

都市計画道路
3・4・10号線

0魅 力ある歩行者空間を生みだし、周辺の商店
街等を回る回遊性を生み出す

O都 市計画遭路3・4・10の整備
0広 幅員の繰化された歩道を設置して周辺の歩
行者空間とネットワーク化を図る

0周 辺商店街、住民との協議による魅力ある

都市計画道路づくり
○都市計画道路用地の代警地の確保 (南口公共
施設等用地の活用も検討)

0通 過交通量の減少に伴う歩術者空間の

充実を図る
○周辺商店街、住民との協議による魅カ
ある都市計画道路づくり

西側高架下 '南
口公共施設等
用地 ・総研線
跡地の活用

高架より下の部分 ○駅近くに公共交通 (タクシー)、 一般送迎の
乗降場を設け、利便性を高める
O駅 や南口公共施設等用地を活用する施設へ来
る人のための駐車、駐綸場を設ける
O駅 近くに,今 まで駅周辺に不足していた公共
施設や、魅力ある商業施設を設ける
Oそ のために、高架下を有効活用し、」Rと共に
活用を考えるスペースを生み出す

O駅 利用者のためのタクシー、一般送迎車の待
機スペースを設ける
O高 架下を有効活用する
※例えば=層 とし、一層を駐車及びタクシー・一般送
迎の待崚スペース、二用を餞綸スペース、三層を公
共・宙業施設に活用する、三層目を歩行者のための
フロアとし、この高さ (中三階)に置口を設置する
※公共施設の例 :洸児所、児童のための施設、図書
コーナー、市役所の出先機関

〇高架下、南回公共施設等用地の一体的活用、

それにより生み出される商業空間の有効活用
など、駅、民間地権者等関連機関と協議を進
める
O公 共交通の乗降場、公共施設、商業施設のフ
ロアにダイレク トにアクセスし、駅や周辺機
能の向上が望める西日設置について、」R等と

協議を進める

南回公共施設等用地
の高架より上のレベ

ル部分

○電車からの景観にも配慮した、様豊かな安全
な広場を設ける

O新 しい目立文化の発信地、まちづくりの種地
等様々な活用を回る

0下記に示す様 な々可能性が考えられる
※ホームの高さに設けられた縁や広場 (安全な避び嬌)
劇場、嗅口■■の文化漁餃、■日学技などの申崚籠鎮
まちづくり0■ 地への籠稀、精極的な苗拿活用
土地活用のポテンシヤルを薔あるための用とjer●■■し
※民間資金やノウハウを導入した饉最■営

0南 口公共施設等用地の中 ・上層階の活用につ

いては、商工会、市民、その他関係者を交え
た検討を継続する
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O沿 遺生活者及び駅利用者が利用主体となる道
路であり、通遇交通の過度の流入を抑制し、
歩行者の安全に配慮した道路づくりを進める

0西 ―条線の整備、過度の通過交通が流入しな
い構造、デザインとする
O駅 前広鳩西接続道路等は面側歩道を設置し、
幅員を広げる (西日からの歩行者デッキ設置
を検討する)
0幅 の狭い道路の交差点改良を図る

○沿道住民との協議による安全な歩行者空間づ
くり

0通 過交通量の減少に伴う歩行者空間の

充実を図る
O沿 道住民との協議による安全な歩行者
空間づくり

南北駅前広場

南北通路 O南 北の駅前広場の一体化を図る 0南 北通路を24時間通行可能な自由通路とする

O自 由通路の幅員を20mと する
※富黎下2スバン分

O自 由通路拡幅の協議をJR等と行う
(高架下に商業空間を設置する事を要件として
要望する)

○自由通路を介した爾北駅前広場の一体
的活用を推進する

南北駅前広場 0北 口に新たな機力を生み出す O北 口の駅舎撤去部分の用地 (約81Xl耐)を 、歩
行者のための広場として整備する
O総 研線跡地の縁道化、北日の級化を図る

O北口駅前広場の用地の活用について総と協■
する

0南 口駅前広場の拡大に伴う南北駅前広
場の一体的活用を推進する

O市 民が交流する 「森の駅」の広場とする
O赤 い三角屋根の駅舎を市民の文化交流の場と
して、広場と一体的に活用する
Oさ らに駅舎、円形公園、南北駅前広場を、市
民が一体的に活用できるスペースとする
O織 、水、クリーンなエネルギー

○南口の駅舎周辺用地 〈約2,000耐)を 、縁豊
かな広場とする
0市 民が、広場と一体的に、様々な活用が可能
となるように、現位置に駅と一体のものとし
て駅舎の保存を図る

○南口駅前広場の用地の活用についてJRと協議
する
O駅 舎や南北駅前広場等の、市民等による活用

運営母体を作り、様々な実験的活用をtTう

0南 口駅前広場の範囲を円形公園の位置
まで拡大し、多くの市民が集う活用が

可能な形態とする
Or森 の駅」の実現を図る

0駅 舎や南北駅前広場の活用 '運営母体
の整備

0南 北駅前広場を歩行者中心の広場とし、市民
が集う場とする

O駅前広場へ入ることができる車両を抑制する O交 通規制のあり方について、警察、交通関係
機関等と協議を進める

0釈前広場への一般車両の流入を制限
し、歩行者専用の広場とする

0交 通規制のあり方について、警察、交

通腱係機関等と協議を進める

高架駅 0園立らしい個性あるデザインを実現する
σ安全な駅とする

0南 口は現駅舎との調和したデザインを施す
0北 口は新しいシンポル景観を創出する

0新 駅のデザインについてJRと協議を進める

交通の考え方

通過交通 0駅 周辺への通過交通は抑制を目指す O高 架下に約300mお きに設置される南北道路で
通過交通を分散させる

O高架下の南北遠路の同時開通を目指す
(3・4・10号線と西一条線の同時間通など)
0新たな交通規制の導入
0周辺都市31画道路早期整備に向けた働きかけ

0通 過交通は、広城的な都市計画道路の

骨格で処理する
0旭 ,富 士見通りの一方通trや歩行者空
間の充実を図る

公共交通 ○高齢者、障害者等のためにも、公共交通は駅
至近へ乗り入れられるようにする

O駅 西側に、南北から利用できるタクシー、送
迎の特機スペースを設ける (駅前広場からア
プローチ可能)
0駅 北口、南口にバスの乗降場をそれぞれまと
めて設置する

0通 退交通処理とあわせた辞細な交通量IH査と
シミュレーシヨンの実施、市民、公共交通機
関による協IIの場づくり

0駅 西側に、南北から利用できるタク
シー、送迎の待機スペースを設ける
(駅前広場からアプローチ不可)
0駅 北口、南口にバスの乗降場をそれぞ
れまとめて設ける

O市 民、公共交通機関による協議の場づ
くり

駐輪 ・駐車 °
腎理風葛馨塩農寧込

駅への動線と一体になっ
O買 い物客のための職輸スペースは商店街が確
保する
O駅 利用者及び駅周辺施設を利用する人のため

駐車場を確保する

O高 架下 ・南口公共施設専用地の一体活用によ

り、駅利用者のための駐輪ス
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スを設ける
X鷹口憲によれば自転車による釈利用を彙は的Q師
目立■諄―.富士見通り、北二T目腱

“

場及
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置自転車

傲及び目分寺●からのII加分を含針して

“

,m台 収書

○西側高架下 ・南口公共施設等用地の一体的活

用により、駐車スペースを設ける

0高架下・南回公共施設専用地の活用などにつ
いて、JR等と協議を進める
O商店街の職輪スペース●くり、駅周辺におけ
る自転車マナーの向上等についての、利用者
やその他の市民、商店等による協議の場づく
りを行う


